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レ
ク
・
ダ
ン
　
ス
交
流
会
と

県
青
年
の
船
報
告
会

町
青
協
は
、
三
月
十
六
日
町
民
会
館

で
レ
ク
・
ダ
ン
ス
交
流
会
と
県
青
年
の

船
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
始
ま
っ
た
交
流
会
で

は
、
レ
ク
・
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
青
年
た

ち
の
親
ぼ
く
を
図
り
、
こ
の
あ
と
県
青

年
の
船
の
乗
船
報
告
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
報
告
会
は
、
今
年
二
月
に
県
青

年
の
船
に
乗
船
し
た
岩
永
幸
男
く
ん
と

美
浦
信
代
さ
ん
の
解
説
で
、
ス
ラ
イ
ド

を
見
せ
な
が
ら
縁
ｌ
音
し
て
き
た
現
地
の

声
を
聞
か
せ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
が

や
わ
ら
か
な
ふ
ん
い
気
の
中
に
も
青
年

団
活
動
に
対
す
る
意
欲
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

昭
和
三
十
年
森
永
乳
業
株
式
会
社

徳
島
工
場
で
製
造
さ
れ
た
ひ
素
混
入

の
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
に
起
因
す
る
食
中

毒
事
件
は
近
畿
、
西
日
本
を
中
心
と

し
て
発
生
し
、
当
時
県
下
で
六
百
三

十
一
名
の
乳
児
が
罷
患
し
、
五
名
の

「

死
亡
者
を
出
し
ま
し
た
が
、
こ

の
大
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
す

で
に
二
十
年
を
経
過
い
た
し
ま

し
た
。そ
の
後
、
当
時
の
被
害
者
で

現
在
身
体
上
な
ん
ら
か
の
不
健

康
を
訴
え
て
い
る
も
の
も
あ
る

こ
と
か
ら
厚
生
省
は
、
こ
れ
ら

被
害
者
の
継
続
的
健
康
管
理
お

よ
び
治
療
、
養
護
と
生
活
保
障

な
ど
の
恒
久
的
救
済
対
策
を
行

な
う
た
め
、
森
永
乳
業
株
式
会

社
、
森
永
ミ
ル
ク
中
毒
の
「
こ

ど
も
を
守
る
会
」
と
協
議
を
し

た
結
果
、
財
団
法
人
「
ひ
か
り

協
会
」
を
設
立
さ
せ
、
こ
れ
を

認
可
し
て
被
害
者
救
済
の
実
行

機
関
と
し
て
救
済
措
置
が
と
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
救
済
事
業
の
対
象
者
は

当
時
の
患
者
の
み
で
な
く
、
森

○
手
続
き

の
対
象
者
は
、
地
元
保
健
所
北
申

し
出
を
行
な
い
、
保
健
所
か
ら
「

森
永
ミ
ル
ク
中
毒
に
関
す
る
飲
用

者
確
認
申
請
書
」
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
。
・
佃
申
請
者
は
、
申
請
書
に
必

森永ミルク中毒患者に救済措置

永
ひ
素
ミ
ル
ク
を
飲
用
し
た
事

実
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
も
適

用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
未

確
認
飲
用
者
の
把
握
調
査
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
福
岡
県
で
も
次
の

と
お
り
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
調
査
対
象
者

森
永
ひ
素
ミ
ル
ク
患
者
以
外
で

昭
和
三
十
年
当
時
ひ
素
ミ
ル
ク
を

飲
用
し
た
こ
と
の
確
認
を
受
け
、

将
来
の
保
証
を
得
た
い
と
希
望
さ

れ
る
方
。

要
な
事
項
を
記
載
し
、
次
の

証
拠
資
料
を
有
す
る
者
は
、

資
料
を
添
え
て
保
健
所
に
提

出
す
る
こ
と
。

㊦
当
時
の
診
断
書
ま
た
は
医

療
機
関
の
カ
ル
テ
の
写
し
。

⑦
当
時
受
診
し
た
医
師
に
よ

る
診
断
に
関
す
る
意
見
書
な
ど

⑨
母
子
手
帳
に
よ
る
飲
用
事

実
の
判
明
す
る
も
の
。

．
㊤
当
時
飲
用
し
た
森
永
ミ
ル

ク
の
空
缶
を
有
す
る
も
の
。

㊥
薬
局
な
ぜ
の
当
該
ミ
ル
ク

の
販
売
を
託
す
る
資
料
。
（
販

売
証
明
書
な
ど
）

．
㊥
森
永
乳
業
か
ら
見
舞
金
、

見
舞
状
を
受
け
と
っ
た
事
実
を

証
明
す
る
資
料
ま
た
は
森
永
乳

業
が
見
舞
金
な
ど
の
支
出
を
認

め
た
資
料
。

申
請
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね

役
場
厚
生
課
衛
生
係
〔
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町の人口

（50年2月禾現在）

人　口　24，129

男11，715

女12，414

世帯数　7，099
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県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙

町
議
会
議
員
選
挙

■

■

■

■

■

■

■

投
票
は

4
月
日
日

■
　
■
■
　
■

「
＝
4
月
2
7
日

県
で
は
、
現
知
事
お
よ
び
県
議
会
議
員
の
任
期
が
満
ｆ
と
な
り
ま
す
。

こ
・
の
た
め
任
期
満
了
に
と
も
な
う
県
知
事
選
挙
と
県
議
会
議
員
の
選
挙
を

県
知
事
を
3
月
1
9
日
に
、
県
議
会
議
員
を
4
月
1
日
に
そ
れ
ぞ
れ
曹
示
し

4
月
1
3
日
を
投
票
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
で
も
現
町
議
会

議
員
の
任
期
が
4
月
3
0
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
水
巻
町
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う
町
議
会
議
員
の
選
挙
を
4
月

2
0
日
に
告
示
し
、
4
月
2
7
日
を
投
票
日
と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
の

主
な
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
回
の
選
挙
で

投

票

す

る

資

格

の

あ

る

人

県
知
事
お
よ
び
県
議
会
議
員
の
選
挙

3
月
1
9
日
　
県
知
事
告
示
、
県
知
事
　
　
　
遺
挙
運
動
開
始
、
不
在
者
投
票
開

立
候
補
受
付
開
始
、
選
挙
運
動
開
　
　
　
始

始
、
不
在
者
投
票
開
始
　
　
　
　
　
・
4
月
1
0
日
　
選
挙
立
会
人
届
出
期
限

選挙の主な　日　程

3
月
2
0
日
　
立
候
補
届
　
・
4
月
1
2
日
　
選
挙
運
動
最
終
日
、
不

出
期
限
　
　
　
　
　
　
　
在
者
投
票
最
終
日

4
月
1
日
　
県
議
会
議
　
・
4
月
1
3
日
　
投
票
（
午
前
7
時
か
ら

員
告
示
、
県
議
会
議
　
　
　
午
後
6
時
）
、
開
票
（
午
後
7
時

員
立
候
補
受
付
開
始
　
　
　
か
ら
町
民
会
館
ホ
ー
ル
）

町
議
会
議
員
　
の
選
挙

県
知
事
・
県
議
会
議
員
の
選
挙

昭
和
3
0
年
4
月
1
3
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
昨
年
の
1
2
月
1
7
日
以
前
か
ら

技
監
日
ま
で
引
き
続
い
て
水
巻
町
に
住

所
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
。

○
町
議
会
議
員
の
選
挙

昭
和
3
0
年
4
月
2
7
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
今
年
の
1
月
1
5
日
以
前
か
ら

投
票
日
ま
で
引
き
続
い
て
水
巻
町
に
任

所
が
あ
っ
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
禁
治
産
者
や
選
挙
犯
罪
な

ど
で
公
民
権
な
ど
を
停
止
さ
れ
て
い
る

人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

政
治
は
あ
な
た
が

主
役
で
す

4　4

月　月
2624

日　目

4
月
2
0
日
　
町
議
会
議

員
告
示
、
立
候
補
受

付
開
始
、
選
挙
運
動

開
始
、
不
在
者
投
票

開
始

4
月
2
1
日
　
立
候
補
届

出
期
限

選
挙
立
会
人
届
出
期
限

選
挙
運
動
最
終
日
、
不

在
者
投
票
最
終
日

4
月
2
7
日
　
投
票
（
午
前
7
時
か
ら

午
後
6
時
）
、
選
挙
会
（
開
票
午

後
7
時
か
ら
町
民
会
館
ホ
ー
ル
）

当
選
人
決
定
、
告
示

町議会護良　　　、

立候補予定者の説明会　；

と　き　4月7日　午後2時から　　　タ
ところ　役場別館　　　　　　　　、

この説明会では立候補届出の要領など（

について説明いたしますが、立候補され！

る万だけに限らず代理の万でもけっこう；
です。　　　　　　　　　　　　　；

「

入
場
券
の
こ
な
い

人
は
選
管
へ

選
挙
の
資
格
が
あ
っ
て
投
票
日
3
日

前
ま
で
に
入
場
券
を
受
け
と
ら
な
い
と

き
は
、
役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会
（
℡

6

0

1

・

4

3

2

1

）

　

に

お

た

ず

ね

く

だ
さ
い
。

ま
た
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
人
は
、

投
票
当
日
に
投
票
所
の
事
故
係
で
再
発

行
を
し
て
も
ら
っ
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

「

投
票
は
、

候
補
者
の
氏
名
だ
け

を
ハ
ッ
キ
リ
と

投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び
た

い
候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
正
し
く
ハ
ッ

キ
リ
と
欄
内
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
候

補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く
と
無

効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

体
が
わ
る
い
、
字
が
書
け
な
い

人
は
代
理
投
票
を

体
を
け
が
し
て
字
が
書
け
な
い
人
、

文
盲
で
字
が
書
け
な
い
人
の
た
め
に
代

理
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
所
で
「
代
拶
投
票
を
＝
…
こ
と

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

盲
人
の
方
は

点
字
投
票
で
も
で
き
ま
す
。

盲
人
の
方
で
点
字
の
で
き
る
方
は
、

投
票
所
で
そ
の
こ
と
を
い
デ
と
点
字
投

票
が
で
き
ま
す
。
（
点
字
器
は
投
票
所

に
備
え
て
い
ま
す
）
ま
た
、
点
字
の
で

き
な
い
万
は
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
投
票
は
無
効

○
　
正
式
の
投
票
用
紙
に
書
い
て
な
い

も
の

○
　
候
補
者
で
な
い
人
の
氏
名
を
書
い

た
も
の

〇
一
枚
の
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の

氏
名
を
書
い
た
も
の

○
　
候
補
者
の
氏
名
を
印
や
型
紙
で
押

し
た
り
し
た
な
ど
、
選
挙
人
が
自
分

で
書
い
て
な
い
も
の

○
　
候
補
者
の
誰
を
さ
し
て
書
い
た
も

の
か
わ
か
ら
な
い
も
の
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投

票

所

と

そ

の

区

域

．

投
票
は
入
場
券
に
書
い
て
い
る
投
票
　
の
あ
る
投
票
所
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
の

所
で
…
＝
…
・
。

投
票
は
あ
な
た
が
登
録
さ
れ
た
名
簿

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

第 第 第 第 革 琴 第

七
投
蒜 五
投
四
投
姦 哀 授

畜 畜 酋 畜 畜 畜 蓄フＰぐ市 ｊ戸ご 不 フＪ．ぐフＪく 雰所．所 所 所 所 所 所

猪 高 町 町 ＝ヒロ 町 貰
7 立
民
田 立 －忠 区 革 ノ 琴 町

子
校
集 涼 ＡこＺミ

云 涼 住
公請 ∠ゝフミ育 民 育 民

堂 所 所 館 館 所 館

樋 梅 古 宮 頃 土日 ＝ヒ口 下 立口 ノ 賀 ノ　末 田 田 二 屋
療 木
区
薪 墓 室 ノ ノ 寺 撃

輿
猪
高 生
街

料 ＝ヒ□
＿ 伊
町 左

熊 松 舌 団 風 田 住 座
転
住
区 賀
区
地 園 ノ 入 み

ｉ工ず．車 真
土 士

ツ
中
央
卒

ロ野 仁1田 興 は
産 団頭

区
団
地
団
地
彿 嬰

机
社
癒 住 ＿
宅 二宅 ロＩ区 町
住

職
者
に
従
事
中
の
人

不
在
者
投
票
が
で
き
る
の
は
投
票
日

の
前
日
ま
で
で
、
毎
日
午
前
8
時
3
0
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
闇
で
す
。

（
土
、
日
曜
日
で
も
不
在
者
投
票
は
で

き
ま
す
。
）

投
票
場
所
は
、
「
役
場
」
ま
た
は
「

指
定
さ
れ
た
病
院
」
で
す
。
そ
の
他
の

場
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

3
月
1
5
日
以
降
に

転
居
さ
れ
る
方
は

前
の
住
所
地
で
投
票
を

昭
和
5
0
年
3
月
1
5
日
以
降
に
転
居
届

を
出
さ
れ
た
方
は
、
投
票
日
に
は
転
居

前
の
住
所
に
該
当
す
る
投
票
所
で
投
票

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ー
　
不
在
者
投
票
を

は

投　票　日　に

旅行や入院で不在のとき

選
挙
の
当
日
、
投
票

所
へ
行
っ
て
投
票
す
る

の
が
原
則
で
す
が
、
そ

の
例
外
と
し
て
次
の
よ

う
な
万
に
は
投
票
日
の

前
日
ま
で
に
投
票
で
き

る
不
在
者
投
票
制
度
が

あ
り
ま
す
。

①
　
投
票
日
に
水
巻
町

外
で
職
務
ま
た
は
業

務
に
従
事
中
の
人

㊥
　
投
票
日
に
や
む
を

得
な
い
用
務
ま
た
は

事
故
で
水
巻
町
外
に

旅
行
中
、
滞
在
中
の

人
㊥
　
疾
病
、
負
傷
、
妊

婦
、
不
具
、
産
裾
の

た
め
歩
行
で
き
な
い

人
で
指
定
さ
れ
た
病

院
に
入
院
中
の
人
。
ま
た
監
獄
、
少

年
院
、
婦
人
補
導
院
に
収
容
中
の
人

④
　
交
通
困
難
な
島
な
ど
に
滞
在
中
か

選
挙
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

℡

6

0

1

・

4

3

2

1

晋
菅シリ
㌔
ス

毎
日
の
教
育
実
践
の
中
で
学
級
集

団
の
中
に
個
人
が
見
失
な
わ
れ
て
い

る
現
実
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か

ま
た
学
習
に
生
活
行
動
面
に
伸
び
る

芽
も
甘
せ
ず
に
す
ご
し
て
い
る
子
ど

も
が
…
…
。

子
ど
も
を
も
つ
親
の
気
持
ち
と
し

の
不
安
を
な
く
し
学
習
へ
の
興
味
を
も

た
せ
、
明
る
い
学
校
生
活
を
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
に

あ
っ
た
教
育
環
境
（
普
通
学
級
で
は
困

難
）
を
与
え
比
較
的
自
由
で
、
し
か
も

そ
の
中
に
き
び
し
き
の
あ
る
教
育
環
境

の
中
で
、
子
ど
も
の
も
つ
よ
さ
を
発
見

し
自
分
で
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
た

か
め
、
自
信
を
も
っ
た
子
ど
も
に
し
、

自
分
の
力
で
何
事
も
押
し
す
す
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
む
け
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

実
践
し
て
い
る
先
輩
か
ら
は
、
「
障

害
児
学
級
で
学
習
し
て
い
る
子
ど
も
た

一
．
－
一
Ｈ
．
．
．
．
－
．
．
－
．
．
こ
こ
Ｈ
Ｉ
こ
こ
1
．
．
．
－
1
Ｈ
．
Ｈ
．
－
－
－
．
．
．
．
．
－
－
．
．
．
．
Ｈ
こ
Ｈ
．
．
Ｈ
ｌ
Ｉ
1
－
．
．
－
一
ニ
ー
一
－
－
1
こ
．
．
－
一
ｌ
ｌ
Ｈ
こ
こ
こ
．
1
．
．
．
．
Ｈ
．
．
．
．
．
．
－
1
．
．
Ｈ
．
－
－
1
－
．
．
．
．
．
1

身
体
障
害
者
の
方
で

自
動
車
運
転
免
許
証
の
取
得

希
望
者
は
早
目
に
申
し
込
み
を

て
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い

る
子
ど
も
の
姿
を
み
て
喜

ば
な
い
親
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
子
ど
も
で
も

毎
日
何
か
を
考
え
て
生
活

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
少

し
で
も
よ
り
良
く
生
き
よ

う
と
子
ど
も
な
り
に
力
い

っ
ぱ
い
努
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
の
芽
を
も
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
し
か

し
学
習
の
お
く
れ
て
い
る

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
そ

の
芽
を
の
ば
し
た
り
学
習

す
る
力
を
つ
け
る
に
は
、

学
習
の
不
安
を
な
く
し
通

能力に応じた教育で

集団生活への適応を

ち
は
最
初
は
沈
ん
だ
気
持
ち
で
い

ま
す
が
、
目
が
た
つ
う
ち
に
学
級

の
雰
囲
気
に
と
け
こ
み
学
習
意
欲

も
あ
ら
わ
れ
長
い
間
も
ち
つ
づ
け

た
劣
等
感
か
ら
脱
皮
し
て
明
る
く

伸
び
伸
び
と
し
た
活
気
の
あ
る
生

活
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
」

と
、
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
。

わ
た
し
自
身
実
践
面
で
不
充
分

さ
を
反
省
し
て
い
ま
す
が
‥
自
分

な
り
に
次
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は

児
童
ひ
と
り
ひ
と
り
の
能
力
に

応
じ
た
教
育
を
す
る
こ
と
に
よ
り

集
団
生
活
へ
の
適
応
を
は
か
る
こ

と
、
ま
た
将
来
自
立
で
き
る
人
間

県
は
、
昭
和
五
十
年
度
も
身
体
障
害

者
の
万
の
た
め
に
、
自
動
車
運
転
免
許

取
得
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
身
障
者
の
方
が
自
動

車
運
転
免
許
証
を
取
得
し
て
更
正
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
ま

す
。希
望
さ
れ
る
方
は
早
目
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限
（
申
請
書
は
福
祉
事
務
所

に
お
い
て
い
ま
す
）

4

月

3

0

日

◇
申
込
先
遠
賀
福
祉
事
務
所
　
身
障
福
祉
係

◇
受
講
開
始
　
9
月
初
め

く
わ
し
い
こ
と
は
遠
賀
福
祉
事
務
所

（

脅

6

0

1

・

2

1

2

1

）

一

に

お

た

ず

ね
く
だ
さ
い
。

当
な
教
育
環
境
を
与
え
て
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

研
究
会
な
ど
で
次
の
よ
う
な
こ
と

を
聞
き
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

学
習
の
お
く
れ
た
子
ど
も
を
普
通

教
育
で
受
け
さ
せ
る
と
往
々
に
し
て

勉
強
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
学
校
生

活
が
い
や
に
な
り
、
楽
し
み
が
な
く

な
り
や
が
て
は
心
の
障
害
を
も
つ
よ

う
に
な
る
。
だ
か
ら
早
い
う
ち
に
心

と
な
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
、
技
能

態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

こ
の
こ
と
を
根
底
に
す
え
、
子
ど
も

が
将
来
ど
ん
な
障
害
に
も
ま
け
ず
そ
れ

を
克
服
し
て
い
く
人
間
に
、
社
会
の
中

で
力
強
く
生
き
ぬ
け
る
人
間
に
、
そ
し

て
自
ら
の
手
で
幸
福
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
実
践

を
よ
り
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
（
机
小
　
久
保
田
八
重
子
）
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昭
和
5
0
年
度

水
巻
町
水
道
使
用
料

委
託
徴
収
員

昭
和
5
0
年
度
の
水
巻
町
水
道
使
用
料

委
託
徴
収
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

徴
収
員
と
徴
収
地
区

越
智
福
代
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
み

ず
ほ
団
地
、
二
、
二
町
住
、
下
二
、
下

二
町
任
、
林
住
宅

銃

や

火

薬

類

萩
谷
日
出
子

中
央
区
本
田
静
々
代

疋
田
玲
子

入
江
美
知
子

山
下
　
勝

粟
川
豊
子

広
光
タ
カ
子

吉
田
ノ
一
、
鯉
口
区

吉
田
団
地

富
田
ノ
二
、
緑
風
園

吉
田
ノ
三

頃
末
、
松
栄
荘
団
地

机
古
賀
村
、
営
ノ
下
、

机
社
宅
、
古
賀
区
、
梅
ノ
木
区

石
橋
童
子
　
樋
口
、
新
生
街

原
田
キ
ヌ
ヨ
　
猪
熊
、
猪
熊
町
住

矢
シ
メ
子
野
　
高
松
区
、
三
ツ
頭
区

後
藤
　
直
　
入
江
興
産
社
宅

の

保
管
は

大

丈

夫

で

す

か

？

狩
猟
期
も
二
月
十
五
日
で
終
わ
り
ま

し
た
。
猟
銃
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
大

切
な
銃
の
手
入
れ
は
お
す
み
で
す
か
。

猟
銃
、
火
薬
の
盗
難
は
依
然
と
し
て

あ
と
を
断
た
ず
、
殺
人
、
傷
害
な
ど
の

兇
恵
な
犯
罪
に
使
用
さ
れ
た
り
、
自
殺

な
ど
恩
わ
ぬ
事
故
を
ひ
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
事
故
を
な
く
す
た
め
に

も
次
の
こ
と
を
守
り
、
銃
の
保
管
を
完

全
に
行
な
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
猟
銃
な
ど
は
、
人
目
に
つ
か
な
い
場

所
に
設
置
し
た
保
管
庫
に
確
実
に
施

錠
し
て
保
管
し
、
絶
対
に
盗
ま
れ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
る
こ
と
。

○
保
管
庫
に
格
納
す
る
と
き
は
、
必
ず

分
解
し
て
保
管
す
る
こ
と
。

0
保
管
庫
の
鍵
は
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

○
使
用
し
て
い
な
い
残
り
の
実
砲
や
火

薬
は
、
銃
砲
店
な
ど
に
保
管
委
託
し

自
宅
に
は
置
か
な
い
よ
う
に
心
が
け

る
こ
と
。

県
立
修
献
館
高
校

通
信
制
課
程

入
学
生
を
募
集

福
岡
県
立
修
猷
館
高
等
学
校
は
、
次

の
要
領
で
通
信
制
課
程
の
入
学
者
を
募

集
し
ま
す
。

こ
の
高
等
学
校
通
信
制
と
は
、
家
庭

に
い
て
も
勉
強
す
る
意
志
が
あ
れ
ば
誰

で
も
正
規
の
高
等
学
校
教
育
を
受
け
、

県
立
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
を
得
ら
れ

る
教
育
制
度
で
す
。

◇
願
書
受
付
　
3
月
2
5
日
～
4
月
1
0
日

入
学
原
書
用
紙
と
入
学
案
内
は
、

返
信
料
4
0
円
切
手
を
同
封
し
て
請
求

の
こ
と
。

◇
選
考
　
顧
書
受
付
の
と
き
寮
類
選
考

に
よ
っ
て
合
格
を
決
定
し
ま
す
。

◇
入
学
式
　
5
0
年
4
月
1
3
日
（
入
学
は

年
一
回
だ
け
）

◇
学
習
の
し
か
た

添
削
指
導
、
面
接
指
導
（
月
2
回

、
日
曜
日
）
、
試
験
‥
…
・
年
3
回

◇
学
費
　
年
額
9
、
0
0
0
円
程
度

◇
特
典所
得
税
の
控
除
、
奨
学
金
制
度
、

郵
便
料
金
は
6
円
、
教
科
啓
給
与
（

収　 集　 日 収　　　 集　　　 地　　　 域

も え る ゴ ミ

月、木曜 Ｈ

番田 1 、吉 田 2 、青 田 3 、青 田同地 、中

央区、美吉野用 地、緑 風間、松 栄荘 （

大平 ）、頃末 （旭町）、蛙 Ｉけ耳、猪熊 （入

御 地ｌ又を除 く）、猪 熊町再三

火、金曜 ＩＩ

立屋敷 、伊左座 ∴ 、二町任 、下二、千 一

町住 、人ｉ［興廃、みずほ同地、宮 の下ネー

宅 、机 社宅 、机 、古賀、新生街、頃 末

（大平、旭 町 を除 く）

水、土曜 Ｌｉ
ホ臓区 、椎 の木、高松 区、ニッ頭 区、樋

日、猪熊 （人柳地区 ）

も え な い ゴ ミ

第 1 、第 3 図漣 3 号線 よ・り南部（中央 区、噴末丸

水曜 の内は北部 に入 ります）

第 2 、第 4

水曜
国道 3 号線 より北部

第 2 、第 4

水曜 ・土曜
楕熊 （入柳 地区 を除 く）、猪熊町住

そ　　 だい
粗　 大　 ゴ ミ

第 1 土 曜
国道 3 号線 より南部 （中央区、頃末丸

の内 は北部 に入 ります）

第　 2　水 曜 渚熊 （入柳 地区を除 く）、猪熊町住

第　二3　土 曜 同道 3 号線 よ り北部

新
入
生
に
は
学
習
者
と
教
科
書
を
無

償
で
配
布
し
ま
す
）
、
国
鉄
、
電
車

、
パ
ス
の
割
引

◇
問
合
せ
先
　
福
岡
市
酋
区
酋
新
6
丁

目
1
－
1
0
　
（
〒
8
1
4
）
、
福
岡
県

立
修
猷
館
高
等
学
校
通
信
制
課
程
（

℡

0

9

2

・

8

4

1

・

3

8

2

2

）

畜犬登録と
狂犬病予防注射
町は、昭和五十年度の番犬

登録および第一回（春季）狂

犬病予防注射を次のとおり行

ないます。

生後三カ月以上の犬を飼っ

ている方は、もよりの場所で

予防注射を受けさせてくださ

い。

なお、不用犬は保健所（℡

691・4161）に連絡し

て引き取ってもらうようお願

いいたします。

○日時と場所

・4月21日

水巻町役場別館

10時～11時30分

古賀区公民館13時一15時

・4月22日

高松区労務構

10時～11時30分

樋口公民館　13時～15時

・4月23日

猪熊町任公民館

10時－11時30分

机社宅公民館13時－15時

・4月24日

二町住公民館

10時～11時30分

下二町住公民館13時～15時

・4月25日

苫田ノ二公民館

10時－11時30分

富田ノ三公民館13時－15時

もれ犬は5月9日、10時か

ら12時まで役場別館で行ない

ます。

○料金　650円（登録料3

00円、注射代350円）

日　曜　在　宅　医

3月30日　楠本医院内・児科大膳橋（093）・24・0385

4月6日　坂口医院婦人科頃　末　691・2943

13日　前原医院内・児科樋　口　691・0553

20日　楠本医院内・児科頃　末　691・2873

診察時間は9：00～17：00、原則として往診はいたしま

せん。

⊂］

発
行
人

水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門
　
口
　
綱
　
集
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
　
1
　
4
3
2
1
）
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